
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

上条 未羽

ブラックドッグ
バロール

レネゲイドビーイングC

不詳(大体4700歳ぐらい)

無知

古き記憶

解放

親友

大学生

不詳(今は女性)

38

慕情

2
2
3
1

0
0
1
0

0
0
0
0

2

2
2
6
1

30
10
10
15
30

1 1
1 1

UGN 1

Never Ending Chain
For My Dear

Zinnia

ＲＣ
ＲＣ
ＲＣ

5r+1
5r+1
5r+1

21(26)
26(31)
41(51)

《コンセントレイト:バロール》+《暗黒の槍》+《インビジブルハンド》+《黒の鉄槌》+《雷の槍》 c値8 攻撃力21 装甲無視　ダイス-１
《コンセントレイト:バロール》+《暗黒の槍》+《インビジブルハンド》+《黒の鉄槌》+《雷の槍》+《雷の剣》 c値8 エンゲージ可 装甲無視　ダイス-１
《コンセントレイト:バロール》+《暗黒の槍》+《インビジブルハンド》+《黒の鉄槌》+《雷の槍》+《覇王幻魔眼》 c値8 装甲無視　ダイス-１ 制限80%

0 0

D:超侵蝕
澤岡 京介

名前も忘れた友
正義の味方

純愛
懐旧

不安
悔悟

2

ワーディング

リザレクト

コンセントレイト:バロール

暗黒の槍

インビジブルハンド

黒の鉄槌

覇王幻魔眼

雷の槍

雷の剣

解放の宴

ヒューマンズネイバー

オリジン:レジェンド

屑鉄の橋

ショート

★

0

2

2

1

2

3

5

2

1

1

1

1

1

-

1d10

2

3

4

1

5

2

2

6

2

オート

気絶時

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

セットアップ

常時

マイナー

視界

-

視界

視界

視界

至近

至近

シーン

自身

範囲

単体

自身

自動

自動

対決

対決

対決

対決

対決

対決

自動

-

↓100

シンドローム

80

100

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

C値-Lv(下限7)

組み合わせ装甲無視 HP5点消費 シナリオLv回

攻撃力+Lv 対象の飛行状態解除 

攻撃力+[Lv*2+2] 同エンゲージ不可

攻撃力+LV*5 シーン1回

攻撃力+Lv*2+4 ダイス-1

攻撃力+5射撃 同エンゲージ可に シナリオLv回

あらゆるダイス+5個 飛行状態付与 シナリオLv回

衝動判定+Lv個

「ん？僕がなぜ浮いているものに座っているかって？…ほら、どこにだって椅子ができるじゃないか。」

「Ummmm...私、機械にとても弱くて...弁償します...」

[Personal Data]
上条 未羽（かみじょう みう）。
推定二十歳。施設の前で拾われ以後高校卒業までを施設で過ごす。
海外の大学に進学するため高校在学中は年齢をちょろまかし深夜と早朝のバイトを掛け持ちし塾の代金を稼ぎながら勉強をする。
その甲斐あってかパリ大学に特待生として合格。以後パリに在住。
現在は交換留学生として日本に帰国し、日本で過ごしている。

好きなものはケーキと紅茶、苦手なものは電子機器。
一人称は『私』。性格は物怖じしなく好奇心が旺盛、その実面倒見が良く世話焼きなところがある。

〜澤岡京介との出会い〜
澤岡 京介。21歳男性。彼とは塾の深夜講習で出会う。
たまたま席が隣となりたまたま彼の落とした消しゴムを拾ったことがきっかけで意気投合。その後彼と一応『恋人』という関係性になる。
以後彼は定期的にパリまで会いに来、半年に一回しか会えないがなかなかに仲はいいようだ。

[Secret Data]

「なんでかは分からないが、僕は生まれたんだ。何千年も前に。そう、恐らくはそれが世界の『意志』のようなものだったのだと思う」

”それ”はある日、突然に生まれました。それは現代からおよそ4700年ほど前、今で言われるところのウルク、古バビロニアの時代でした。
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